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    使ってみよう、 
    札幌市公式アプリ 

あまり知られていませんが、札幌市の公式アプリは、2022 年 8月現
在で 5つあります。ここではその一部を紹介します。 
詳しく知りたい方は札幌市役所ホームページの「札幌市公式アプリ一
覧」もご覧ください。 

災害時の緊急情報や避難場所の表
示、AR（拡張現実）を活用した防災
学習や危険度体験等ができます。 
※一部の機能は位置情報が必要です

URL https://www.city.sapporo.jp/kikikanri/apri.html 

「そなえ」 

【感想】 
アプリを開いたときのアイコンが見やすいです。実際災害があった時に安否
情報登録・確認やSOS通知は使えるのではないかと思います。 
防災学習のページでは心得や持ち出し品、コラムが載っているので、日頃か
ら読んでおくといざという時の気持ちの準備ができるかと思います。 

「広報さっぽろ」に掲載されている
情報やイベント等のお知らせをキー
ワードや日付で検索できます。市の
窓口の連絡先の情報も表示できます

URL 

i さっぽろ 

【感想】 
全区の「広報さっぽろ」を見ることができるので、地域活動に興味のある方
は面白いかもしれません。 
暮らしの窓口からは市民便利帳を見ることができ、困った時にどの窓口に連
絡するかを自分で探せるのが便利だと思いました。 



コロナ禍で、地域の活動が自粛されたことで、様々な影響が出ており、
高齢者の健康増進や、子育て支援の重要性が増しています。そうしたこ
とから、丘珠地区で、こうした活動の中心的役割を担っている、「福祉の
まち推進センター運営委員会」の駒込委員長に、お話を聞いてみました。

質問  丘珠地区福祉のまち推進センター運営委員会では、どのよう
な活動を行っているのですか？

駒込 安心して暮らせる地域社会づくりの推進が大
きな目標です。 
高齢者に関しては、「スマイル健康教室」を開

催し、体操やウォーキング等の運動や健康講座
の開催の他、70歳以上の独居者を対象に、「ふれ
あい入浴会」という活動も実施しています。 

また、子育てに関しては「なかよし広場」という子育てサロンを
開催して、雨の日でもおもちゃで遊べる場や、保護者がスタッフに
子育ての悩みを相談したりできる場を設けています。

質問 新型コロナウイルス感染症が流行したことで、ご苦労されてい
ると思いますが、今は、どのように活動されていますか？

駒込 初めの頃は、国等の要請もあり、大部分の活動
を休止しました。そのため、高齢者が外出を控
え、物が美味しく食べられなくなったり、疲れ
やすく何をするのも面倒になった等、「心と体
の働きが弱くなった状態」になる人が増えた
と聞いていました。 

また、子育て中の方々は、家庭での子育てに関する悩みや困り事
が増えたとも聞いていたので、この頃は、どのように活動したらよ
いか本当に悩みました。 
今は、国が推奨しているマスク着用や消毒等の基本的な対策を徹

底しながら、「スマイル健康教室」や「なかよし広場」等の活動を
再開しています。 
ただ、コロナが無かった頃のようには人が集まりません。コロナ

の影響もあると思いますが、各町内会等でも同じ様な活動をしてい
るので、わざわざ、ここまで出かけなくなっているようです。 
そのため、現在は、各町内会等で行っている活動と差別化を図ろ

うと考えており、今は、色々と試しているところです。



質問  今後の具体的な取組と抱負について教えてください 

駒込 スマイル健康教室については、これまでタッピー体操が中心の
内容でしたが、目先を変えてみるのもありではないかと思い、外
部の力も借りて、色々な体操や講座などを試しています。 
7 月はヤクルトに依頼して、ヤクルト体操や腸の健康の講義を
行い、9 月は食品メーカーの明治に依頼し、食育セミナーを開催
し、いずれも好評でした。11月は、札幌市の健康づくりサポータ
ーの大高先生をお呼びして、演歌体操や高齢者向けストレッチ等
を教えて貰おうと企画していますので楽しみにして下さい。

駒込 子育て関係では、無料で、お子さんには自由に遊んでもらった
り、保護者の相談に乗ったり、おもちゃクリニックの開設など、
これまでの取組を引き続き行うことが中心ですが、コロナ禍にあ
っては、丘珠の特長を生かそうと思っています。 
丘珠の「なかよし広場」は、会場の広さの割に参加者が少ない
ため密にならず、感染リスクが少ない中でのびのび遊べます。 
加えて、10月から会場の清掃も強化し、「なかよし広場」の開
催直前に、清掃の専門会社による床清掃と除菌を行いますので、
より安心して利用していただけます。 
その他、子どもの日、七夕、クリスマス、ひな祭りでは、プレ
ゼントを配りますので、是非、参加していただきたいですね。



丘珠まちづくりセンター（〒007-0880 東区丘珠町183番地２）
開所日時：月曜日～金曜日（祝日、12月 29 日～翌年1月 3日を除く） 

8 時 45分～17時 15 分
ＴＥＬ ： 011-781-4283  ＦＡＸ ： 011-784-8250
http://www.city.sapporo.jp/higashi/okadama/index.html

さっぽろ市 
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札幌丘珠空港からのお知らせ
丘珠空港は、旧陸軍の航空隊が飛行場を設置
してから今年で 80周年を迎えるとともに、札
幌丘珠空港ビルが開業して 30周年、札幌市は
市制施行 100周年、東区が誕生して 50周年、
また冬季札幌オリンピックの開催から50年と
いう、大きな節目の年を迎えており、当空港で
は様々な取り組みを行って参りました。 
航空会社と空港ビルが共催したイベント「夏
休み親子ペア空港見学会」、「丘珠空港発着招待
遊覧フライト」をはじめ、その他空港関係者全
体で行う「滑走路ウオーキング＆ＨＡＣ格納庫
見学」等、当空港が皆様に親しみを持っていた
だけるような取り組みを実施しております。 

また、空港売店では丘珠空港オリジ
ナル商品として、「今治タオルハンカ
チ（800 円税込）」や「オリジナルキーホ
ルダー（1000 円税込）」とともに、地元
札幌市東区の老舗和洋菓子店「菓子司
松屋（かしつかさ まつや）」様とコラ
ボした「空港オリジナルどら焼き：
Okasora Dóra（おかそら どーら）  
（５個入り 1350 円税込）」を発売しており
ます！ 

その他、小さなお子様から大人まで楽しめる「丘珠
空港オリジナルガチャポン（１回100 円）」を設置し、当
空港オリジナル缶バッジやオリジナルソーラーチャー
ジャー（充電器）等が入っております。 
また、豪華賞品が当たる「お買い物・お食事スタン
プラリー」などの記念事業を行う予定です。 
今後も、安全安心を最優先に、皆様に親しまれ、よ
り良い空港づくりを目指して参りたいと存じますの
で、引き続きよろしくお願い申し上げます。 


